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研究要旨 

日本を含む東アジア地域における抗インフルエンザ薬耐性株の発生動向の監視を目的として、日

本、ネパール、ミャンマーおよびラオスの季節性インフルエンザウイルス分離株について、日本国

内で承認されている 4 種類のノイラミニダーゼ（NA）阻害薬（オセルタミビル、ペラミビル、ザ

ナミビルおよびラニナミビル）ならびにエンドヌクレアーゼ阻害薬バロキサビルに対する感受性を

調べた。その結果、すべての分離株は国内承認薬に対して感受性を示した。 
また、新型インフルエンザパンデミックの原因となり得る鳥インフルエンザウイルスの薬剤耐性株

検出系について検査精度を確認し、国内分離株に対する承認薬の有効性を評価した。その結果、日

本国内で鳥インフルエンザの感染事例が発生した場合、国内承認薬が有効であることが確認され、

新型インフルエンザパンデミックへの危機管理体制が強化された。 
 

Ａ．研究目的 

日本国内において、インフルエンザの治療あ

るいは予防には、インフルエンザウイルスのノ

イラミニダーゼ（NA）蛋白質を標的とする NA
阻害薬のオセルタミビル、ペラミビル、ザナミ

ビルおよびラニナミビル、ならびに PA 蛋白質

を標的とするエンドヌクレアーゼ阻害薬バロ

キサビルが承認されている。日本は世界最大級

の抗インフルエンザ薬使用国であり、薬剤耐性

株の出現リスクが高い。したがって耐性株の発

生動向の把握は公衆衛生上極めて重要である。

そこで、本研究では、薬剤耐性株の監視を目的

として、日本を含む東アジア地域における抗イ

ンフルエンザ薬耐性株の発生動向を調査した。 
また、新型コロナウイルス感染症の流行によ

り、季節性インフルエンザの流行は例年と比べ

て極めて限定的であり、患者報告数も非常に少

なかったが、高病原性鳥インフルエンザの発生

が国内外で多数報告され、世界的に新型インフ

ルエンザの発生リスクが上昇した。そこで、本

研究では、新型インフルエンザパンデミックの

原因となり得る鳥インフルエンザウイルスの

薬剤耐性株検出系について検査精度を確認し、

国内分離株に対する承認薬の有効性を評価し

た。 
 

Ｂ．研究方法 

インフルエンザウイルス分離株について、

MUNANA 基質を用いた蛍光法により、オセル

タミビル、ペラミビル、ザナミビルおよびラニ

ナミビルに対する感受性試験を実施し、IC50値

を算出した。また、Focus reduction assay に

より、バロキサビルに対する感受性試験を実施

し、IC50値を算出した。さらに次世代シークエ

ンス解析により、既知の薬剤耐性マーカーの有

無を検索した。 
（倫理面への配慮） 
該当なし 
 

Ｃ．研究結果 

日本、ネパール、ミャンマーおよびラオスの

季節性インフルエンザウイルス分離株につい

て解析を行った。その結果、すべての試験株は

国内承認薬に対して感受性を示したが、今後も

継続的に、薬剤耐性株の発生動向を監視する必

要がある。国内株の解析結果は感染研ウェブサ

イト上で公表し、自治体や医療機関に広く情報

提供を行った。また、海外株の解析結果は、各

国のナショナルインフルエンザセンターに対
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して随時報告した。 
また、日本国内で分離された A(H5)、A(H7)お
よび A(H9)鳥インフルエンザウイルス分離株

について解析を行った。その結果、すべての試

験株は国内承認薬に対して感受性を示した。し

たがって、日本国内で鳥インフルエンザの感染

事例が発生した場合、国内承認薬が有効である

ことが確認され、新型インフルエンザパンデミ

ックへの危機管理体制が強化された。 
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